
厚労科研初の美容医療研究事業に尽力

安全安心な
美容医療を目指して

2019年度より厚労科研の中に美容医療関連5学会からなる研究班が設けられ、初め
て美容医療に関する研究事業が始まりました。21年まで代表研究者を務めた大慈弥
裕之先生に、本事業を立ち上げた経緯や意義、今後の課題などをお伺いしました。

―
―
２
０
２
０
年
に
「
美
容
医
療
診
療
指
針
」

が
発
行
さ
れ
、
美
容
医
療
に
関
わ
る
組
織
的
な

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
と
意

義
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

前
年
に
あ
た
る
２
０
１
９
年
度
に
、
行
政
施

策
研
究
で
あ
る
厚
生
労
働
科
学
研
究
事
業
（
厚

労
科
研
）
の
中
で
初
め
て
、
美
容
医
療
に
関
す

る
研
究
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日

本
に
お
け
る
美
容
医
療
の
安
全
性
の
向
上
を
目

的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
美
容
医
療
診

療
指
針
の
発
行
も
事
業
内
容
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
美
容
医
療
に
関
連
す

る
健
康
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
消
費
者

か
ら
多
く
の
意
見
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

研
究
班
は
美
容
医
療
に
関
連
す
る
主
要
な
５

学
会
（
日
本
美
容
外
科
学
会
﹇
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
﹈、

日
本
美
容
外
科
学
会
﹇
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｓ
﹈、日
本
美
容

皮
膚
科
学
会
﹇
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｄ
﹈、日
本
形
成
外
科
学

会
、
日
本
皮
膚
科
学
会
）
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
１
年
度
の
厚
労
科
研
事
業
の
内
容

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。

　
「
美
容
医
療
合
併
症
の
全
国
実
態
調
査
の
実

美
容
医
療
の
安
全
性
向
上
を
目
指
し

厚
労
科
研
の
中
で
初
と
な
る

研
究
事
業
を
開
始

患
者
様
に
も
情
報
を
発
信

体
験
談
も
収
集
し

美
容
医
療
を
よ
り
健
全
な
方
向
へ

施
」
と
、「
美
容
医
療
診
療
指
針
の
作
成
」、「
美

容
医
療
体
験
談
調
査
お
よ
び
再
発
防
止
を
検
討

す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
課
題
整
理
」の
３
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
美
容
医
療
合
併
症
の
全
国
実
態
調

査
」
は
、
全
国
３
０
０
０
件
ほ
ど
の
美
容
外
科

と
美
容
皮
膚
科
を
標
榜
す
る
美
容
医
療
施
設
、

さ
ら
に
形
成
外
科
と
皮
膚
科
の
教
育
施
設
（
主

に
大
学
病
院
）
を
対
象
に
、
２
０
２
１
年
の
１

年
間
に
治
療
し
た
美
容
医
療
後
の
合
併
症
患
者

を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
回
答
率
は
令
和
元
年
度
調
査
と
同
様

２
％
台
と
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
病
院
の

形
成
外
科
か
ら
は
83
％
と
高
い
回
答
率
に
な
り

ま
し
た
。
美
容
医
療
に
伴
う
重
大
な
合
併
症
患

者
を
、
大
学
病
院
の
形
成
外
科
が
担
っ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
調
査
と
同
様
、
充
填
材
豊
胸
術
な
ど
異

物
注
入
後
の
重
大
な
合
併
症
や
後
遺
症
が
、
数

多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
美
容
医
療
診
療
指
針
の
作
成
」
で
は
、

未
承
認
品
が
多
く
使
用
さ
れ
る
レ
ー
ザ
ー
等
の

機
器
治
療
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
な
ど
の
注
入
治
療

と
い
っ
た
、
非
外
科
治
療
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
美
容
医
療
の
問
題
の
一
つ
に
、
医
師

の
個
人
輸
入
に
よ
る
未
承
認
の
医
薬
品
や
医
療

材
料
、
医
療
機
器
の
使
用
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
、安
全
性
と
有
効
性
が
不
明
で
、合

併
症
、
後
遺
症
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
新
た
に
ス
レ
ッ
ド
リ
フ
ト
治
療
や
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
注
入
豊
胸
術
、
脱
毛
治
療
等
に
つ

い
て
の
指
針
を
追
加
し
た
ほ
か
、
細
胞
増
殖
因

子
添
加
Ｐ
Ｒ
Ｐ
治
療
に
つ
い
て
も
再
度
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

医
療
事
故
調
査
制
度
や
医
療
事
故
情
報
収
集

事
業
、
医
療
安
全
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
も
記
載

し
て
お
り
、
間
も
な
く
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

３
つ
目
の
「
美
容
医
療
体
験
談
調
査
お
よ
び

再
発
防
止
を
検
討
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
課
題

整
理
」
に
関
し
て
は
、
今
回
、
新
た
に
患
者
様

か
ら
の
意
見
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

合
併
症
調
査
は
回
答
率
が
低
い
上
、
医
療
機

関
か
ら
の
報
告
だ
け
で
は
回
答
バ
イ
ア
ス
が
生

じ
う
る
こ
と
か
ら
、
実
態
を
把
握
し
に
く
い
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
す
。
調
査
期
間
は
10
日
ほ

ど
で
し
た
が
、
多
く
の
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
高
評
価
と
低
評
価
に

き
れ
い
に
分
か
れ
る
な
ど
の
特
徴
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
現
在
解
析
中

で
す
が
、
美
容
医
療
施
設
に
お
い
て
も
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底
や
イ
ン
シ

デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
報
告
な
ど
の
医
療
安

全
教
育
、
医
療
倫
理
教
育
に
つ
い
て
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
得
ら
れ
た
結
果
を
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
厚
労
科
研
事
業
で
何
が
変
わ
り
ま
し

た
か
。

　

美
容
医
療
に
お
け
る
安
全
文
化
醸
成
へ
の
意

識
変
化
が
少
し
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

諸
外
国
で
は
美
容
医
療
の
教
育
や
研
究
、
診

療
は
、
主
に
大
学
病
院
な
ど
の
教
育
施
設
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
自
由
診
療
と
な
る
美
容
医

療
は
大
学
病
院
で
の
診
療
が
困
難
な
た
め
、
医

療
安
全
や
医
療
倫
理
を
含
め
た
美
容
医
療
専
門

医
の
卒
後
教
育
が
確
立
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
今
回
、
関
連
す
る
学
会
が
情
報
を
共

有
し
て
議
論
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

長
年
問
題
視
さ
れ
て
い
た
一
部
の
注
入
治
療

に
つ
い
て
も
、
当
初
は
各
学
会
員
の
間
で
意
見

の
隔
た
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
文
献
を

集
め
て
、
班
会
議
で
検
討
を
重
ね
る
う
ち
に
理

解
が
深
ま
り
、
最
終
的
に
は
医
学
的
に
も
望
ま

し
い
結
論
が
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｓ
は
毎
年
、
全
国
美
容
医
療
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
指
針
公
表
以
降
、

充
填
材
注
入
に
よ
る
豊
胸
な
ど
問
題
と
さ
れ
て

い
た
施
術
が
、
数
字
上
で
も
明
ら
か
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

―
―
厚
労
科
研
事
業
の
今
後
の
課
題
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

合
併
症
実
態
調
査
の
回
答
率
向
上
で
す
。
安

全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
美
容
医
療
施

設
に
も
調
査
の
意
義
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
信

頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、美
容
医
療
診
療
指
針
に
つ
い
て
は
、周

知
が
課
題
で
す
。
医
師
に
限
ら
ず
患
者
様
に
も

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
分
が
受
け
る
治

療
に
問
題
が
な
い
か
、
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
一
般
向
け
に
作
成
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
体
験
談
調
査

を
含
め
、
患
者
様
側
の
意
見
を
収
集
し
、
施
策

に
反
映
さ
せ
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ほ
か
に
も
、
未
承
認
問
題
、
医
師
の
質
管
理
。

そ
れ
か
ら
、
医
療
事
故
等
の
報
告
制
度
、
患
者

相
談
窓
口
、
合
併
症
患
者
に
対
す
る
治
療
体
制

や
保
障
制
度
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
み

で
す
。
今
後
も
一
つ
一
つ
、
確
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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